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放射１／４

次の記述のうち、誤っているものはどれか。問 １

１ 1 線量当量は、均一な単一方向からの平行cm

ICRU cmビームで 球全体を照射したとき、深さ 1

における線量当量として定義される。

２ 眼の水晶体の等価線量の評価には、1 線量cm

当量または 70  線量当量のうちいずれか適切

なものを用いる。

３ 実効線量は、1 線量当量と 70  線量当cm

量の和として定義される。

４ 年間の線量限度に相当する放射性物質の摂取量

を年摂取限度（ ）という。ALI

５ 年摂取限度（ ）を超えることがないようにALI

誘導された放射性物質の空気中濃度を誘導空気中

濃度（ ）という。DAC

放射線に関連した量 とその単位 との次の組合せ問 ２  

のうち、誤っているものはどれか。

 

eV１ 放射線のエネルギー

-１２ 計数率 s

Gy３ 吸収線量

Sv４ 実効線量

-１５ 1 線量当量 ・cm Sv cm

次の組合せのうち、天然起源で自然界に存在する放問 ３

射性核種のみのものはどれか。

U Cs１
２３８ １３７

Sr Co２
９０ ６０

P Na３
３２ ２４

K C４
４０ １４

C H５
１１ ３

次の記述のうち、誤っているものはどれか。問 ４

１ α線は の原子核で、線スペクトルである。４He

２ β線は電子または陽電子で、線スペクトルであ

る。

３ γ線は光子で、線スペクトルである。

４ 特性Ｘ線は光子で、線スペクトルである。

５ Ｘ線管から出るＸ線は、線スペクトルと連続ス

ペクトルから成る。

次の壊変様式をもつ放射性核種から放出される問 ５

0.845 のγ線の数が毎分 3.63 × 10 であるとMeV ４

き、その核種の放射能は、下のうちどれか。

ただし、内部転換は無視し、γ とγ の割合は等し２ ３

いものとする。

－
Ｘ

β１
MeV1.451

２β γ２
－

MeV40％ 0.845

30％

３ １30％ γ γβ３
－

0
Ｙ

Bq１ 6.05 × 10２

Bq２ 8.64 × 10２

Bq３ 1.21 × 10３

Bq４ 2.02 × 10３

Bq５ 7.26 × 10４



放射線検出器 とその測定対象となる放射線 との問 ６  

次の組合せのうち、誤っているものはどれか。

 

１ 比例計数管 中性子線３He

２ ガスフロー比例計数管 α線

３ 液体シンチレーション検出器 β線

４ ガス捕集用電離箱 γ線

５ ( )シンチレーション検出器 γ線NaI Tl

次の放射性物質の測定に関する記述のうち、誤って問 ７

いるものはどれか。

１ ( )シンチレーション検出器を使用して、ZnS Ag

を測定した。２４１Am

Sr２ 液体シンチレーション検出器を使用して、
９０

を測定した。

３ 電離箱式γ線用サーベイメータを使用して、

を測定した。
３５S

４ 計数管を使用して、 を測定した。GM Co６０

５ ( )シンチレーション検出器を使用して、NaI Tl

を測定した。
２２Na

バックグラウンド計数率が 60 の測定条件にお問 ８ cpm

いて、試料の放射能を測定する際、試料およびバック

グラウンドをそれぞれ10分間計測するとすれば、検出

下限放射能として正しい値に最も近いものは次のうち

どれか。

ただし、計測器の計数効率は 10％であり、検出下

限計数率は ３√２σ で与えられるものとする。ここで

σは、バックグラウンド計数率の測定値の標準偏差で

ある。

Bq１ 0.173

Bq２ 1.73

Bq３ 2.68

Bq４ 10.4

Bq５ 26.8

放射２／４

次の事項のうち、低レベルのα核種を測定するとき、問 ９

必要とされないものはどれか。

１ 検出器および試料を厚い鉛で遮へいする。

２ 試料をできるだけ検出部に近付ける。

３ 可能であれは、試料と検出器の間を真空にする。

４ バックグランドをできるだけ長時間かけて測定

する。

５ 表面捕集率の高いろ紙を使用する。

20分間の測定で 100 カウントの計数を得たとき、計問１０

数率（ ）の標準偏差値は次のうちどれか。min-１

-１１ 0.22 min
-１２ 0.50 min
-１３ 2.2 min
-１４ 5.0 min

-１５ 10 min

純β核種の放射能測定に用いる検出器として、次の問１１

うち不適当なものはどれか。

１ ガスフロー比例計数管

２ 計数管GM

３ ガス捕集用電離箱

４ 液体シンチレーション検出器

５ 半導体検出器Ge



次の事項のうち、低レベルのγ核種の測定に必要と問１２

されないものはどれか。

１ 放射能減衰の補正

２ 標準試料による計数効率の決定

３ バックグラウンドの測定

４ 計数の数え落としの補正

５ 検出器および試料の遮へい

γ線スペクトロメータのエネルギー校正用線源とし問１３

て、不適当な核種のみの組合せは次のうちどれか。

Na Mn１
２２ ５４

P S２
３２ ３５

Co Co３
５７ ６０

Ba Cs４
１３３ １３７

Ir Am５
１９２ ２４１

環境空気中の放射能測定に関する次の記述のうち、問１４

誤っているものはどれか。

１ ガス捕集用電離箱において、電離効率は、β線

のエネルギーが大きいほど高くなる。

２ トリチウムは、ガス捕集用電離箱で測定できる。

３ 固体捕集法によるトリチウムの測定では、シリ

カゲルが吸着剤として用いられる。

４ トリチウムは、放射性アルゴンよりも電離箱内

壁の放射能汚染を生じやすい。

５ 通気型電離箱の測定値には、天然のラドン

（ , )の値が含まれる。
２２０ ２２２Rn Rn

放射３／４

環境空気中の放射性物質 とその捕集材または捕集問１５ 

器具 との次の組合せのうち、誤っているものはどれ

か。

 

１ 活性炭カートリッジCH I３
１３１

２ ガラス繊維ろ紙２３９PuO２

３ バブラー（モノエタノールアミン１４CO２
水溶液）

４ 捕集用電離箱１３３Xe

５ シリカゲル６０Co O２ ３

環境空気中のトリチウム化水蒸気を、バブラーを用問１６

いて８時間採取したとき、環境空気中のトリチウム放

射能濃度は 0.02 ･ であった。Bq cm－３

そのときの吸引流量は 5 ･ 、バブラーに用L min－１

いた捕集水量は 70 、 バブラーの水蒸気捕集効率cm３

は 100％とすると、バブラーの試料水中の放射能濃度

として、正しい値に最も近いものは次のうちどれか。

１ ３１ 1.1 × 10 ･Bq cm－

１ ３２ 8.6 × 10 ･Bq cm－

２ ３３ 6.9 × 10 ･Bq cm－

４ ３４ 4.8 × 10 ･Bq cm－

６ ３５ 3.4 × 10 ･Bq cm－



環境空気中のガス状放射性物質の放射能測定に関す問１７

る次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ ガス捕集用電離箱の検出下限濃度は、捕集容器

の容積に依存しない。

２ ガス捕集用電離箱において、試料空気に含まれ

る水分は、電離電流測定の精度に影響する。

３ ガス捕集用電離箱の動作電圧は、飽和電離電流

を与えるように設定する。

４ 捕集用ガス容器に試料空気を封入した状態で容

器外から放射能を測定する方法は、 に適用
４１Ar

できる。

５ 捕集用ガス容器に試料空気を流しながら、放射

能を連続計測するガスモニタがある。

環境空気中の放射能濃度を測定するため、捕集効率問１８

70％の捕集材を用いて試料空気を40時間採取した。試

料空気の吸引流量は捕集開始直後に 80 ･ 、捕L min－１

集終了直前に 55 ･ であった。この試料の放L min－１

射能を測定したところ、3.2 × 10 であった。環３ Bq

境空気中の放射能濃度として、正しい値に最も近いも

のは次のうちどれか。

ただし、吸引流量は直線的に変化するものとする。

３１ 1.4 × 10 ･
－５ Bq cm－

３２ 2.0 × 10 ･
－５ Bq cm－

３３ 2.3 × 10 ･
－５ Bq cm－

３４ 2.8 × 10 ･
－５ Bq cm－

３５ 3.5 × 10 ･
－５ Bq cm－

放射４／４

作業環境におけるＸ線およびγ線による線量当量率問１９

の測定において、測定点の選定方法として不適当なも

のは次のうちどれか。

１ 放射線業務従事者が立ち入る区域で線量当量率

が最大になる箇所を選定する。

２ 中性子線が混在する場所では、それによる線量

当量が最大となる箇所も選定する。

３ すでに当該作業場所で、作業環境測定が行われ

たことがある場合、原則として前回と同一の箇所

を選定する。

４ 放射線業務従事者が常在する箇所を選定する。

５ 測定点の高さは、作業床面上 1.5 の位置とm

する。

環境空気中の放射能濃度測定に関する次の記述のう問２０

ち、誤っているものはどれか。

１ 取り扱う核種が明らかで、かつ、複数の場合は、

濃度限度が最も高い核種が全放射能を占めるとし

て良い。

２ ろ過捕集方法に用いるろ紙は、0.3  の粒子

を ％以上捕集する能力が求められる。95

３ ろ紙の表面捕集率とは、ろ紙表面からα線の飛

程以内に捕集された粉じんの全捕集量に対する割

合である。

４ ろ過式ダストサンプラは、捕集用ろ紙を装着す

る捕集部と空気試料吸引部で構成される。

５ 放射性ヨウ素には、活性炭を使用した捕集材が

用いられる。


